
第2部では仮想の共同研究者マッチングを企画
しました。
分野の異なる研究者が、
「もしもTEAを使って共同研究するなら？」
という視点で、それぞれの得意とする分野の
情報や、今の困り事、これからの研究について
…等、わいわいおしゃべりして交流を図る
ワークショップです。

Research Exchange Matching

TEAと質的探究学会研究交流委員会企画

問い合わせ先
TEAと質的探究学会研究交流委員会 tea-researchexchange@ml.hiroshima-u.ac.jp 

2023年12月2日（土） 13:00～16:10
オンライン（Zoom）開催

申し込み
ＱＲコード

2023年11月30日迄

谷口忠大先生は、ロボットを作ることで
人間の認知システムの学習と発達を理解しよう
とする記号創発ロボティクス研究の第一人者です。
“ロボットと記号論”…どう関係があるのでしょうか！？
研究プロジェクトでは安田裕子先生ともコラボレーションし、
TEAの基盤を築く記号論的文化心理学と記号創発システム論を融合させ、
新たな学術理論を生み出すことを目指した活動をされています。
記号論や異分野とのコラボレーションについて聴ける、またとない機会です！

講師：谷口忠大氏（立命館大学情報理工学部教授）

第１部
講演会

第2部
交流会

TEA多分野交流会～研究の視点を拡げよう～

14:40～16:10

13:00～14:30

多分野の研究者が集まるこの学会の特徴を活かし、研究の視点が拡がるような
講演会と交流会を企画しました！この機会に是非ご参加ください。

記号創発ロボティクスから記号論を学ぼう！

分野を超えた研究者に出会おう！つながろう！
～もしもTEAを使って共同研究をするなら～
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